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•m后駆置
地震・津波の基礎知識 (P. 2) 

まちの出来事 CP. 6) 

よろこびかなしみ CP. 70) 

保健センターだより CP.13) 

お知らせ記事 CP.15) 

ま

＿ 

ン

第5回串本まつり

串本節おどり

(P.6~P.7に関連記事）

串本町の人口と世帯数

・人口…… 19,333人 ・男性…… 9,013人 ・女性…… 10,320人 ・世帯数…… 9,257世帯

（平成21年8月1日現在）



特集

■東南海・南海地震発生のメカニズム■
南海トラフては、海側のフレートか陸側のフしートの下へ潜リ込んていき（園③）、陸側のフレー

トの先端囲分か下へ引き寸り込まれて、〇寸みか薔積されていきま寸（図い。

この0びみか限界に達した時陸側のフレートか跳ね上かリ、地震か発生し、津波も発生します（図も）。

図③ 図(、4〗 医⑮）

図①

図3→4→5→g)→，4）→＼もの順序で繰リ返し地震が発生しま百。南海トラフでは、約100年～150年間隅て繰リ
返し巨大地宮が発生しています。

凶⑥

津波発生の仕組み

■津
波
と
は
？

●
津
波
発
生
の
仕
組
み

津
波
は
海
底
下
て
地
震
か
起
こ
リ
、
そ
れ
に

伴
う
海
底
の
上
下
運
動
に
よ
リ
海
水
か
上
下
に

動
く
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま
寸
。
〈
図
ぽ
）

●
津
波
と
風
浪
の
違
い

風
浪
て
つ
ね
リ
は
海
面
の
表
面
た
け
の
置
動

で
‘
波
長
も
数

m／
数
白

m
て
サ
。

と
こ
ろ
か
、
津
波
は
海
底
か
ら
海
面
ま
て
全

て
の
海
水
の
動
き
で
す
。
ま
た
、
沖
合
で
は
高

さ
が
数

cm
／
数

m
な
の
に
対
し
て
、
波
長
は

数
km／
数
百

km
に
も
な
リ
、
非
常
に
長
い
た
め

目
視
で
は
観
測
で
き
ま
せ
ん
。
目
で
見
え
る
の

は
目
前
に
迫
つ
て
か
ら
で
す
か
ら
、
そ
の
と
き

に
は
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
い
ま
サ
。
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津波の伝播透度と水深の関系

叩
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■東
南
海
・
南
海
地
震

近
い
将
来
発
生
芍
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
束
南
海
・
南
海
地
案
。
今

後

30年
以
内
の
発
生
確
率
か
、
東
南
海
地
需
て
6
0
%
1
7
0％
程
度
、
南

海
地
震
て
5
0
%
1
6
0％
と
な
っ
て
い
ま
サ
。

ま
た
、
東
海
地
宮
は
、
前
回
の
安
政
束
海
地
雲
か
ら
約
1
5
0年
発

生
し
て
い
な
い
た
め
、
地
雲
発
生
の
周
期
が
約
1
0
0年
1
1
5
0年

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
束
南
海
・
南
海
地
雲
が
束

海
地
震
と
国
団
又
は
団
蘭
差
発
生
な
と
連
勤
し
て
発
生
司
る
ご
と
も
懸

念
さ
れ
て
お
リ
、
東
海
・
東
南
海
南
海
地
需
か
同
時
に
発
生
し
た
場

合

M
闘
程
度
の
地
需
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
町

9
月
1
E
l
は
防
災
の

El
。
8
月
30El
か
ら

9
月

5
日
は
防

災
週
間
て
す
。
合
月
号
て
は
東
南
海
南
海
地
震
に
つ
い
て

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
地
裳
に
伴
う
津
波
発
生
の
仕
組
み
に

つ
い
て
解
説
び
る
と
と
も
に
、
串
本
町
が
実
施
し
て
い
る
地

需
・
防
災
に
院
わ
る
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■東
南
海
・
南
海
地
震
と
は
？

地
球
の
表
面
は
十
数
枚
の
フ
レ
ー
ト
と
四
は
れ
る
岩
盤

に
覆
わ
れ
て
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
フ
レ
ー
ト
（
海
側
）

と
ユ
ー
ラ
シ
ア
J
レ
ー
ト
（
陸
側
）
の
境
界
の
こ
と
を
南

海
ト
ラ
フ
と
い
い
ま
す
（
図
も
。

束
南
海
・
空
海
地
雰
は
南
海
ト
ラ
フ
て
発
生
す
る
海
溝

型
地
宮
で
す
。

●
津
波
の
伝
播
（
水
深
と
の
関
係
）

津
波
の
速
度
は
水
深
に
よ
っ
て
決
ま
リ
ま
す
。

沖
合
の
深
い
と
こ
ろ
て
は
速
く
、
浅
い
と
こ
ろ

て
は
遅
く
な
り
ま
す
。
ま
た
浅
く
な
る
に
従
っ

て
津
波
の
高
さ
は
高
く
な
リ
ま
サ
。
水
深

5
0

o
o
mで
ジ
ェ
ッ
ト
槻
控
み
の
団
速
約
8
0
0

km
、
水
深
1
0
0
m
て
聞
速
約
1
1
0
k
m
、
水

深
1
0
m
て
時
遼
約
36km
に
な
リ
ま
す
。
〈
図

f)

●
地
形
に
よ
る
津
波
の
高
さ
の
違
い

海
岸
て
の
津
波
の
高
さ
は
、
地
形
の
影
響
を

大
き
く
受
け
ま
す
。
＞
字
梨
の
湾
の
輿
や
、
岬

の
先
端
那
は
津
波
が
集
中
す
る
の
て
高
く
な
リ

ま
百
。
遠
浅
の
海
岸
も
津
波
を
成
長
さ
ピ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

I 叩典（図噂-7〉)：「束南海・南海地衷に備えよう」和歌山県作成パンフレット I 
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遇
去
に
起
さ
た
地
震

川典

表①

長期評価で予想 地占発生
確 率 平均発生 昆近発生

地点名 した地点規模
時 期

（マグニチュード）
lO年 30年 50年 間 隔

以内 以内 以内

百南海地雲 8 l前後
20% 

60%-70% 
90% lll 6年 64 l年前同 時 程度 程度以上

南海地占 8 4前後 8 5前後
l0% 50%~60% 80~90% 114 0年 62 0年前
程度

出典：地震閲介委員会「海渭籾地霰の長期評佃の概要（算定月、準u:平成21年1月lU)」

図②

出典：気象/jホームページ
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特集
犬を飼っている方、これから犬を飼う方へ②

「登録」と
「狂犬病予防接種」
つ乙

1 - 口 虞ロ--b‘I晒

なぜ？
とうして？

狂犬病予防法で義務付けられている登録は、万が一El
本に狂犬病ウイ）レスが侵入した時、まん延を防ぐために、
普段から犬の把握をgぐに行えるように管理をgるため
のものです。

登録は犬の生涯に一度、狂犬病予防接種は毎年 1回受
けなければなりません。

間5万人以上の人が命を落としているのが
海外との交流が多い今、検疫対象外の動物や

紛れ込んだ動物などによって国内に狂犬病が
能性があります。

咲辺王趾己益醤こ一
餃まれた部位を、すぐに石けんで洗って消雨をしてく

ださい。

心配な場合は病院で診察を受けましょう。

国内ではgぐに狂犬病の感染を疑うことはありません
が、海外（特に狂犬病発生地域）で咬まれたり引っかか
れた場合は洗浄・消毒後すぐに病院で診察を受けてくだ

さい。また、狂犬病発生地域へ旅行をgる前にはワクチ
ンの接種をするようにしましょう。

一
[＂ぐ苓:□"t̀ 

海
外
か
ら
荷
物
を
運
ん
で
く
る
船
に
乗
っ
て
い
た
感
染
犬
が
港
で
逃
L
し

―
◆
侵
入
し
た
感
染
動
物
と
接
触
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■串本町の防災対策事業について■
地震津波から身を守るためには、日頃から地震津波に対する備えをしておくことが重要です。

総務課防災対策室が実施している事業で、住民の皆様が活用できる事業をいくつか紹介いたし

ますので、是非こ活用していただき、地需・津波に備えましょう l

◆串本町木造住宅耐震診断事業
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が
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◆串本町地誤・津波避難路確保のための補助金

叫＃／` p ックベ

地震発生時にはフロック塀

とや、倒壊したブロック塀によ

【ブロック塀撤去】

●対象，道路に面するブロ

●補助額撤去に要する費用

れか少ない額の2
【生垣づくり1
●対象道路に面した土地

※ただし、ブロッ

でも可とします

植栽に要する費用●補助額

忘れていませんか？

主ヽのマ
、
、
放し飼いはしない。

‘
’
 

鳴き声などで近所に迷惑

をかけないよう、しつけ

をする。

散歩中などのフン

は飼い主が持ち帰

って処分する。

人と犬が暮らしやすくするために、

けないようにしましょう

繁殖を望まない場合は、

獣医師と相談して不妊・

去勢手術等を行う。

マナーを守って近隣の方々に迷惑をか

◆出前講座 r東南海・南海地震に備えて」

地展発生時に自分の身を守るためには、日頃から地雲・津波に対する知識を理解しておき、防

災に対する意識を高めておくことが軍要ですので、是非、出前講座をご活用ください。

●内 容 近い将来の発生が懸念されている東向海・南海地震ze』謳論直地震嗅器武生のメカ
ニズム、地震発生時に想定さ

講座時間は、 1時閻30分から
区、自主防災会、学校、事業所など、デ rのグ）ヘギご噂 申し逃みく’だきい。

;:ニニニ二贔口頂疇 麟：
ざいますので予めご了承ください。

原則として無料です。にだし、会場鴻手配やえ初渥為詞る禦詞図品込者呼孟嚢担に

なります。

●対

•El 

●費

象

時

用

詳細につきましては、総務課防災対策室 CTEl0735-62-0555)までお問い合わせください。
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「海水浴まつり」ではあさり拾い（上）

やフラダンス披露（左）などの催し

が行われました。

今年の串本節おどりには、 12連・約300名の参加者

が様々な衣装に身を包んで道中を踊り歩き、沿道

は大勢の見物客で賑わいました。

待
望
の
夏
の
祭
典
、

盛
大
に
開
催

第

5
回
串
本
ま
つ
り

7
月
2
6
日

(n)
か
ら
8
月
2
日

(n)
の
期
間
、

第

5Inl
串
木
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
各
所
で

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

7
月
2
6
日

(n)
は
午
前
中
、
橋
杭
海
水
浴
場
に

お
い
て
「
海
水
浴
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
あ
さ
り

拾
い
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露
、
宝
探
し
な
ど
が
行
わ
れ
、

海
水
浴
客
な
ど
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

8
月
1
日
（
土
）
は
夕
方
か
ら
串
本
ま
つ
り
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ぶ
中
本
節
お
ど
り
」
・
「
出
・

本
ま
つ
り
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

串
本
節
お
ど
り
で
は
、
参
加
者
が
串
本
節
保
＃
会

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
消
防
署
衷
の
町
道
約
2
6
0
m

を
蹄
り
歩
き
ま
し
た
。

お
ど
り
が
終
了
し
た
後
、
串
本
池
港
で
行
わ
れ
た

化
火
大
会
で
は
、
約
3
0
0
0
発
の
化
火
が
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

8
月

2
日

(n)
は
、
朝
か
ら
巾
本
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
「
サ
マ
ー
バ
ン
ド
ラ

イ
ブ
」
「
鮎
の
つ
か
み
取
り
」
が
間
催
さ
れ
、
ま
た

串
本
町
・
11
体
育
館
で
は
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
終

n多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の

H
は
山
本
海
上
保
安
署
の
協
力
に
よ
り

「
巡
視
船
体
験
航
洵
」
が
開
催
さ
れ
、
串
本
近
海
で

の
休
験
航
海
の
他
、
巡
視
船
上
で
は
洵
洋
環
境
教
室

と
し
て
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
や
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流

か
行
わ
れ
ま
し
た
。
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※1ム祁への掲蔽を希望されない方は、届出の際に窓nにお中し出くださいc
(7月受付佐敬称略）

／ 

岡岡
内 [I]

功

有

智

f

有

[Il [II 

／ 

菟 岡
木田

T・ 泰

春寿

田串

原本

／ 

清竹
水中

美大

佳介

[II岸

和
[II 

並市

瓜

田

有

佑

潮

（

辻

内

美

由

紀

串

本岬

魯
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

あ
ら
し

前

溝

嵐

光

潮

岬

じ
ゅ
ん
ぺ
'
`

泊

野

潤

平

祐

介

有

FR

醤

m°
友

昭

サ

ン

ゴ

台

ぇ
い
し
よ
う

山

口

瑛

正

普

也

本

ゆ
う
と

高

以

良

悠

斗

埋

沙

n
 

岡

田

浚

窄

哲

也

た
い
が

旋

木

大

駕

，

皿

也

さ
わ

尾

鷲

咲

羽

正

明

神有 FR 伊串
野辺
川田市串

し匝程乃陀？
ーオーストラリア海域白蝶貝（真珠貝）等採取事業資料について一

明治期以降、戦前・戦後期を通じオーストラリア木駆局を中心とする海域における白

蝶貝等採取事業は、当町の歴史の重要な一部でありますが、現在、貴重な資料が散逸す

る恐れがあります。そのため、串本町役場では当時現地で事業に従事された方々、また

逍族の方々が所hしている賓料の一覧を作成しております。

つきましては、町民の特様のご協力を賜りたく、関係貨料についてお心当たりの方は、

巾本町役場総務課までご連絡ください。

■こ連絡•お問合せ先■

串本町役場総務課

憂

畑岩谷平生磯林谷辻谷上闘条東小竹滴大
野井畑田熊谷 内 u[I] 本 山本本須

質
正守祐 祐 肌雅順淳章君貼ツゑ利
耕秀 み慶
義彦ニ ニ宥 f f志次代夫ギ f美

75 80'18 78 83 89 78 70 72 77 61 87 73 102 91 90 93 

日
本
・
ト
ル
コ
友
好

1
2
0
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

く
し
も
と
大
橋
開
通

10
周
年
記
念

l
覇
囮
睾
琶
直
墨
璽
昌
甕

心

レ
ト
ゥ
ー
レ
レ
号
追
悼
及
び

□卜
友
好
ー

2
0周

2
0
1
0年
は
）
コ
笙
檻
工
）

年
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
よ
百
。
ま
た
本
年
は
エ
ル
ト
ワ
ー
ル
ル
号
が
遭
難
し

た
紀
伊
大
島
へ
の
架
橋
「
＜
し
も
と
大
橋
」
が
開
通
し
て
か
ら

10年
目
に
あ
た
る
ご

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
記
念
し
、
次
の
内
容
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■内
容

①
日
卜
友
好
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
及
び
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学

②
交
響
楽
団
と
串
木
古
座
局
校
吹
奏
楽
部
と
の
交
流
事
業

③
ト
ル
コ
共
和
国
及
び
串
本
町
姉
妹
提
携
都
市
（
メ
ル
シ
ン
市
・
ヤ
カ
ケ
ン
ト
町
）

等
パ
ネ
ル
展

■日
時
・
場
所

①
平
成
21年
9
月
隠
コ
（
金
）
午
後
6
時
開
場
・
午
後
6
時
30分
開
演

＊
入
場
料
ー

5
0
0
円

（

全

冒

喜

店
冒
K〗□9□子
／

0回
校
生
)

^
­

③
平
成
21年
9
月
18El
（金）

120El(El)

＊
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
ホ
ー
ル
に
て

疇
冒
い

55t55
8
冒

サ
ン中四上中大潮和湖出山須串潮津須串
ゴ野
台湊向山湊島岬深岬雲 f iT~ 本岬荷江本

ご
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

尾
崎

保

久

津

荷

ご
新
谷
友
仕

f

那
智
勝
油
町

TEL 0735-62-0555（代表）

- -o--• 

嗅鯛鱗亨防-
： まだお泌天ない方へ：

： ■給付対象となる方
； 平成21年2月1日 (L準□)において下品のい ！ 
： ずれかに該当する）j

' 〇当町の住民某木台帳に登録されている方 ＇ 
: 0当町の外国人登録原票に登録されている方 ： 
※不汰滞在者および短期滞在者は除きます。 ： 
： ◎定額給付金の申請期限は、 ： 
： 平成21年9月30日（水）迄と ：
； なりますのでお早目の申請；

！ をお願いいたします。
： ■お問い合わせ
：串本町役場総務課 ff 0735-62-0555 , 

令年の火災・救急件数
-8月1日現在一

火災件数

健物 3件

林野 0件

その他 1 1牛

合計 41牛

救急件数

交通 49件

急 病 44ワイ牛

その他 188件

合計 684件

火災のない住みよい豊かな町づくり

ちつくりや環境対策、高齢化対策なと地域

住民の福祉向上のために使われます。」

財団法人和歌山県市町村振興協会

⑪広報くしもと 2009.9 広報くしもと 2009.9
＼ ーぃ



保健センター 9月の行事予定は下記のとおりです。
※健診等についてのお巾し込み•お問い合わせは、
保健センター（合0735-62-6206) まで。

【成人関係l
健康相談

実施日 受付時問 会 坦

g:00-10 00 大忘院発総合センター
9月l日（火）

lQ:30-ll 30 出雲公民館

g:00-10 00 江田区民会館
9月7日（月）

lQ:30-ll 30 田並公民館

g:00-10 00 有田公民館
9月ll日（金）

lQ:30-ll 30 二色集会所

9月14日（月） 13:00-14 30 保健センター2階

g:30-10 30 津荷集会所

9月30日（水） 13:00-14 00 古田吉年クラブ

14:30-15 30 田原連絡所

※誰でもお気軒に会場へお越しください。

（血II測定や健康についての相談を受けております）

※二杜混合の接杜対象は 7改6ヵ月木漏0)力です。
（一種湿合1期初同は20~56Rの間隔で3同接種します）
※¥IR（麻しん・ 1頁Iしん混合）の按種対象は 1期（l政Jcl
怠》f防接種・ひろば・教奎の会場は保他センター 2階です。

健康培進法による集団健康診査の申し込みについて

(l)生活保設を受けている方 (411歳以_L)
②上記以外の40蔵以上で保険の切り杯え等で特定

対象者 健診の対象外の方

※受診対象者かどうかは、保使センターにご相談
ください。

日己負担金 500円（牛活化波の力は無料）

問診． I矢師による診察・身体計測
払本の健診 . ll旦囲測定・ l釦土測定・検尿・ 1111

内 容 液検杏

詳細な使診
貧血検杏及び心電圏検杏

※該当者のみ

※前す腺がん (55歳～74歳まての男性）、 ）Jf炎ウィルス検査（今り度
11)歳になる方）の受付を同時に行います•，
※おl|I込みは 9月2H（火）までに採促センターヘ雹話にておlII込み

くださいc

【乳幼児関係】

乳幼児健診

日 時 滉 所 内 谷

9月3日（木） 保紆センター l歳6ヵ月児及び
73 00~14 00 2階 2歳6ヵ月児健診

9月10日（木） 保健センター IDヵ月児～
13 00~14 00 2階 1歳児健診

9月24日（木） 保舘センター 4ヵ月児健診及び
13 00-13 30 2隅 BCG接種

9月24日（木） 保健センター
6ヵ月児健診

13 30-14 00 2階

乳幼児予防接種 各種教室

日時 内容

9月1日（火） 三種混合
13 10~ 13 40 1期初匝l
9月15ヨ（水） MR（麻しん
13 10-13 40 ll!しん混合）

9月17E3（火） 三稗混合

13 10~13 40 1期追加
9月24日（木）

BCG l3 00~l3 30 
9月29日（火）

ポりオ12 40~ 13 lO 
9月31JE3（水）

ポリオ12 40~ 13 lO 

．叫別侶成9浪兄置
7月1日（水） ～ 9月30日（水）の期間、町内
医療機関で実施。詳しくは保健センターまで

塔 所

u本脳炎予防接種について
n本脳炎予防按柿について、今年度も按柿を羞し控える
というl>IO)方針を受け、山木町では、積極的なi変種の勧
焚を差し控えさせていただいています。

麻しん排除計画について
平成19年にlO・ 20代を中心とした年齢贋で麻しんが流行し、社会的な問題となり、国は過去に麻しん

の予防接種を l回しか受けていない年代である中学l年生相当（第3期）と高校3年生相当（第4期）の

方に2回巨のワクチン定期接種（無料）の機会が設けられました。当町の接種計画は下記のとおりです。

対象者

高校3年生相当（第4期）

平成3年4月2日～平成4年4月lEl生まれ

接種方法 接種時期 I 通知

町内医療機関 7 8 9月 I イ固月」通知

c2匝目の接種を受けて、はしかにならないようにしましょう II

⑬広報くしもと 2009.9

一串本町都市交流海洋施設一-------I 
串本町では、串本町都市交流海洋施設「水門まつり」

昼市への参加希望者を募集しています。

［農作物］

＼ 

ク 魚
／ 

生産者自らが

価格を決定

n 
戸皿固"

｀
 ［果 物］■「水門まつり」昼市への出展希望者募集内容■

出店対象：町内で生産された農林水産物及びそれらの加工品

開催日時：毎月第2•第 4 日曜日 午前ll時～正午過ぎ

開催場所：串本町都市交流海洋施設「水門まつり」駐車場

出店料：原則無料

※自ら出店できない方のために委託販売も受け付けておりますのでこ相談ください。

◆お問合せ•お申込み◆

水門まつり TEL 0735-62-7787 

串本町役場農林水産課 TEL 0735-62-0555 

＊上記窓口に申込用紙を用意しています。

広報くしもと 2009.9 (12) 



一
巾
本
町
で
は
次
の
と
お
り
平
成
22
年

度
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

了
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

泊
防
職
員

l
名

了
受
験
資
格

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
し
、
次
の
安
件
を
仝
て
満
た
す

人①
色
覚
、
聴
力
、
言
語
及
び
運
勁
機
能

等
に
＇
又
障
が
な
い
人

②
視
力
（
矯
圧
視
力
を
含
む
。
）
が
両
眼

で
い
以
卜
、
か
つ
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ

い
以
上
で
あ
り
、
色
神
が
正
常
な
人

※
た
だ
し
、
地
力
公
務
員
法
第
16
条
に

該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

マ
必
要
書
類

①
白
兜
履
歴
晉
（
市
販
A
4
サ
イ
ズ
）

＂

募

集

お
知
ら
せ
＆
行
事※

履
歴
書
に
貼
付
す
る
写
真
は

・
申
込
前
6
ヶ
月
以
内
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撮
影

•
上
半
身
・
脱
帽
・
正
面
向
き

・
縦
1
e
m
•柚
3
c
m
程
度
の
も
の

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
古
（
卒
業
証

占
の
写
し
UJ)
、
又
は
卒
業
見
込
証
明
書

マ
試
験
の
日
時
・
場
所
・
内
容

0
第
一
次
試
験

•
平
成2
1年
1
0
月1
8
H
(
H
)

午
前
9
時
20
分
か
ら

•
中
本
町
役
場
本
庁
舎
を
予
定

・
教
菱
試
験
及
び
実
技
試
験
（
体
力
検

愈
※
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

0
第
一
次
試
験

•
平
成
2
1年
1
1月
中
旬
ー
下
旬
の

日
曜
日

•
中
本
町
役
場
本
庁
含
を
予
定

・
作
文
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び
面
接
試
験

※
詳
細
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通

知
い
た
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ま
す
。

了
受
付
期
間
及
び
申
込
方
法

連絡先

中
成
21
年
9
月

l
n（火）
I
T成
21
年

9
月

17n（
木
）
ま
で
（
土
曜
．

n躍
nを

除
く
）
に
、
必
要
苔
類
を
整
え
、
串
本

町
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
、
必
ず
沓
留
郵
使
で
封
筒

の
表
に
「
職
貝
採
用
試
験
申
込
」
と
沐

書
き
し
、
「
〒

6
4
9
_
3
5
9
2

和
歌
川
県
束
牟
炭
郡
串
本
町
串
本
1
8

0
0
番
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串
本
町
役
場
総
務
課
俎
」

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
の

最
終
B
の
泊
印
有
効
と
し
ま
す
。

※
匝
接
持
参
の
場
合
、
受
付
時
間
は

午
前
8
時
30
分

1
午
後
5
時
ま
で
。

文
口
格
発
表

試
験
結
果
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

て
採
用
予
定
日

平
成
22
年
4
月

I
n予
定

マ
そ
の
他

①
串
本
PIJ
職
貝
採
用
試
験
に
巾
込
を
さ

れ
た
人
で
、
第
一
次
試
験
案
内
通
知
か

平
成
21
年
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月

5
nま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
、
串
本
町
役
場
総
務
課
に
連
絡

串

古

学

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院
(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

生

し
て
く
だ
さ
い
。

②
交
通
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に
つ
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は
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ま
せ
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マ
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。
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①
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大
学
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③
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衛
医
科
大
学
校
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付
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月
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）
ー
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2
H
（金）
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②
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館

②
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館
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が人

ん

定
、
婦
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一
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は

、
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。

に

町

員

す

診
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全

ま

検

串

方

し

ん

に

た
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が
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つ

OOl
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の

目

と

に

有

を

象

宅

特

と
吐

こ
幻

る

対

自

図

[
J

c/ 

年齢 生 年 月 El 

20歳 昭和63(1988)年4月2El～平成元 (1989)年4月 lEl生

25歳 昭和58(1983)年4月2El～昭和59(1984)年4月 lEl生

30歳 昭和53(1978)年4月2El～昭和54(1979)年4月 lEl生

35歳 昭和48(1973)年4月2日～ B召和49(1974)年4月 lEl生

40歳 昭和43(1968)年4月2El～昭和44(1969)年4月 lEl生

年齢 生 年 月 日

40歳 昭和43(1968)年4月2El～昭和44(1969)年4月 lEl生

45歳 昭和38(1963)年4月2El～昭和39(1964)年4月 lEl生

50歳 昭和33(1958)年4月2El～昭和34(1959)年4月 lEl生

55歳 昭和28(1953)年4月2El ~昭和29(1954)年4月 lEl生

60歳 昭和23(1948)年4月2日～ B召和24(1949)年4月 lEl生

3
 

検診内容

了宮頸がん検診

乳がん検診

対象者
----

平成21年6月30巳現在串本町に住所を有する女性で下表の生年月巳の方

子宮頸がん検診

乳がん検診

（年齢呈準平成20年4月2已～平成21年4月1日）

その他

上記対象にあてはまる方全員に、 9月中旬頃がん検診無料クーポン券と検診手眼を送付す
る予定です。検診の受診方法等、詳細な内容についてもこ案内します。

また、町が実施する婦人がん検診をすでに受診された対象者の方へは自己負担金の償還払

いを行います。領収書を大切に保管しておいてください。

問い合わせ先

串本町保健センター fl 0735-62-6206 

⑲広報くしもと 2009.9 広報くしもと 2009.9 へか
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g国国国口国国
日1閏 行事内容（時間） 場 所 I主管課等

41主 有害烏獣対策後援会 潮岬公民館1牒林水産課
『獣害から

農作物を守るには」

(19 00~ ） 

61已救急フェア Aコープ串本町消防署
(9: 30-12: 00) 

叫木人権行政相談 串本町文化センターI住民課
(13 ①~15. 30) 

13 I巳I紀勢本瑚凋洒印周年記念 1串 本 町 内I商工餞光課
くしもと大橋開通10周年記念

海を歩こう会

(l2田～1630)

171木 行政相談 古座福祉センターI住民課
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.~-----------------
ー有害鳥獣対策講演会一

噌爾院疇に猿園

近年、有害烏獣による農作物被害が増加傾向

にあるため、有害烏獣対策講演会を開催します

ので、皆さん多数こ参加ください。

【日時】平成21年9月4日（金）午後7時～

【場所】潮岬公民館

【講師l田辺市ふるさと自然公園センター

鈴木和男氏

［主催l串本町
【後援） 潮岬区 • 潮岬財産区管理会

潮岬婦人会・潮岬老人会

獣害から農作物を守る会

JA紀南

【お問合せ） 串本町役場農林水産課

ff 0735 62 0555（代表）

.,_ -----------------~ .. 

広告募集のお知らせ

広報くしもとでは、 有料広告を募集しています。

［掲載スペース］縦 46mmx横 85mmまたは
縦 46mmx横 174mm

［掲 載粘I1広告 5,000円よリ
広告掲載を希望される方は、役場企画財政課広報係

(TEL 0735-62-0555)までお問い合せください。

⑰ 広報くしもと 2009.9
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: 1救急ヲ且― の開催酸零｀
I 消防署では、応急処置等の普及、啓発を図る

： ことを巨的として、 9月9日に救急フェアを開
I 催します。救急車及び、救急資椴材の展示など

1 さまざまなイベントが催されます。詳しくは串
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亭年攣＿＿ 執蕊匿•
新型インフルエンザは国内でも増加してい

ます。

予防方法は効果があります。

予防は継続して行いましょう！

症状の特徴

①38℃以上の発熱
②l呼吸器症状

（発熱 ・ 悲寒・凡水 · 鼻づまり・咽頭痛 • I咳）

予防方法

①外出後の手沈いとうがい

②咳エチケット

※自分に上記症状があるときは必ずマスク

を蒲用

③人ごみにはなるべく行かない

④タオルの共川はしない

⑤十分な休送とバランスのよい食事

広報くしもと 2009.9 ⑯ 



こんにちは l

汎凱殷，』
あなたも姉妹都市メルシンでの
追悼式典に参加してみませんか？
2010年は日本トルコ両国友好の礎を築いたトルコ軍艦エルトゥールル
号遭難から120周年の節目の年にあたります。外務省においては同年を
『トルコにおける日本年』と定め、 トルコ共和国において 1年を適じた
日本文化紹介等のイベントを予定しています。姉妹都市メルシン市にお

いてはエルトゥールル号の慰霊式典が予定されています。 トルコを観光

しながらメルシンでの式典に参加しませんか。ツアーの実施につきまし

ては、 2Dl0年9月中旬～下旬頃を予定しております。 概要につきまして
は下記までお問合せください。

【お問合せ先】
串本町役場総務課内

日本トルコ友好120周年等事業実行委員会事務局
TEL O 7 3 5 -6 2 -0 5 5 5 / FAX O 7 3 5 -6 2 -4 9 7 7 

IJ 

平
成
2
1年
9

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

熊野水軍古座河内祭のタベ花火大会
第5回串本まつり花火大会

7月25日には熊野水軍古座河内祭のタベで、 8月lElには第5回串本まつりで花火大会が開催され、夏の
夜空を色鮮やかな花火が彩り、観客を魅了しました。（関連記事はP.6~P.8)
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熊野水軍古座河内祭のタベ花火大会 串本まつり花火大会

花火大会へ寄付を賜った皆様へ

熊野水軍古座河内祭のタベ•第 5

回串本まつり花火大会開催にあた

り、多くの皆様にご協カ・ご寄付

を賜り、誠にありがとうございま

した。皆様のご厚怠に対し、感謝

巾し上げますとともに原く御礼を

申し上げます。

熊野水軍古座河内祭のタベ実行委員会

串本まつり実行委員会

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


